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姫井雄夫
(総動員伝道)

年度替りが団体によっては 1 目だったり、 4月だったりです。伝道団体連絡協議

会は4月から新年度になります。会計を整理し監査を受けて、総会で承認という

手続きを踏みますので、どうしても4月の中旬になってしまいます。 4月 23 日の総

会にすべての加盟団体の参加を期待したいのですが、すでにいくつかの団体から

「欠席j 届けが寄せられています。何とかして加盟団体の足並みをそろえつつ、日

本宣教に教会と共に前進し、拡大させていただきたいと願っています。

5月に「聖霊降臨j ぺンテコステを迎えます。使徒の働き 2章を見ますと、みなが

一つ所に集まっていた、と書かれています。イエスが復活された時、トマスは弟子

たちと一緒にいませんでした。卜マスは別に仕事があったの力\体調が優れなかっ

たのか分かりませんが、弟子たちが体験した興奮を昧わうことが出来ませんでし

た。でもその後、イエスとの対面で、恵みにあず力、っています。

一緒に集まるのは困難でも、こころを合わせることは出来ます。あたかもその

時、その場所にいるかのように、心を合わせ、祈りを合わせてくださると幸いです。

ぺンテコストの目、みなが聖霊に満たされたと記されています。ペテ口が大胆に

説教をし、悔い改めの業が始まりました。 3千人が弟子に加わり、心をひとつにし

て宮に集まり、神を賛美し、すべての人に好意を持たれ、救われる人々が仲間に加

えられたと続きます。それが「毎日」というのもすごいことです。

与えられた使命に基づいて、超教派で活動しているのが伝道団体です。キリス卜

の体である教会の一部分が伝道団体です。からだには目や耳、手や足があります。

器官は遣ってもお互いにしっかりと力、らだにつながり結び合っています。伝道団体

もいろいろな分野で伝道活動を行っています。しかもキリストのからだの一器官と

して、おEいになくてはならない存在であることを認めつつ協力し合い、助け合っ

ています。

ぺンテコストの日に聖霊が臨んだように、伝道団体の上に、そこで主に仕えてい

る働き人一人ひとりに上に聖霊が臨んでくださることを析リます、期待します。

経済的な危機が日本ばかりではなく、世界を覆っている時代です。テ口は世界

の各地で起こっています。自然界もどこ力、狂ってきています。そのような中で人心

は不安とあせり、失望と落胆に襲われています。

伝道団体も、教会同様、危機感を感じて宣教にさらに力を注ぎたいと思います。

そのためには聖霊の満たし、力、恵みがどうしても必要です。祈りましょう。悔い

改めと服従が求められています。加盟国体の皆さん、心を合わせてください。



10年 1 月 15 日金曜日午後3時より、お茶の水クリスチャン・センター 901号室にて、伝団協

新年情報交換会が行われました。

今年は occのご好意によりおしるこが振舞われ、和やかな雰囲気の中で始まりました。午後3

時半から、開会礼拝がもたれました。司会:浅見氏(総動員伝道)、奏楽:福原氏 (B.F.P.Japan) 、

メッセージ、:姫井師。メッセージ、の中で姫井師はキリスト教界において受洗者数、礼拝出席者数と

もに減少し続けていることに危機感を覚え、教派教団という組織を超えて、イエス・キリストの名

の下に、手を取り合って伝道に励むことの重要性を語りました。特に、伝道団体はもともと超教派

なので、協力伝道の推進役を担っていこうとその使命を語りました。開会礼拝をいのちのことば社

岡田氏、プレイズ出版岡本氏の祈りで締めくくり、情報交換会へと移りました。

情報交換会ではそれぞれの団体が今、取り組んでいる仕事や問題が報告されました。イスラエ

ルにおける宣教の現状、信仰の継承、月刊ディボーション・ガイド「マナ」の紹介、献金を受けず

自給自足で伝道に励んでいる様子、日本の人たちに合った宣教、福音を目指す姿勢など、各分野

での活躍の様子が紹介されました。最後に伝団協研修会の日程や内容について、今後、各加盟団

体に意見を求めていきたいと研修会担当役員の浅見氏が提案しました。

日時: 2010年4月 23 日(金) 午後2時

会場: 0((901 号室

【主な議案】

1. 2009年度活動報告・会計報告

2. 2010年度活動案、予算案

3. 任期途中で交代した委員の紹介と承認

IS よると、 2008年から 2009年の 1年聞に、信徒数が 15，484人減・受洗者数644人減と報

告されている。教会の現状がマイナス方向に進んでいることを示している。

しかし、先日もたれた断食祈祷聖会で次の報告を聞いた。教育機関の数=神社系: 135、

仏教系: 978、キリスト教系: 2 ，0550 医療機関数ヱ神社系: 6 、仏教系: 19、キリスト教系:

107。福祉施設数=神社系: 153、仏教系: 303、キリスト教系: 5520 

これらの数をみると、キリスト教系は社会に大いに貢献していることが分かる。信者数は少ない

が、使命をもって活動していることが証明されている。しかし、宣教・伝道という面をみると、い

ささか寂しい。

伝道団体である私たち、さらに上よりの恵みと力をいただいて、使命を果たしていきたい。そこ

で上記のように総会を開催するので、所属団体は必ず出席していただきたい。

その時に、配布したい文書があれば持参して欲しい。また年会費の納入もお忘れなく。





.いのちのことば社

-クリスチャン一人ひとりの聖書の学びやデ、イボーションが豊かにな
るように、「カラー新聖書ガイドフ、ツク発売記念特価4，980円」や

月刊ディボーションガイド imannaマナ 500円」が用いられますよ
うに。

-世界中に神の祝福を届けたい God Bless You 卜ラク卜 (CD付

き・ 105 円)で、 50万人に祝福を届けるプロジェク卜進行中、お祈

りください。

-お茶の水クリスチャンセンター
定期集会(フライデーナイ卜・賛美と聖書の集い・ 5ing for Joy ! ) 

の開催が守られ、主に用いられますように。

-教会インフォーメーションサービス
1、日本の宣教が日本人のあり方を見極めたアプローチによって進め
られるように。

2、主の豊かさにふさわしい(15の活動を進めることができるよう

に。

3、デ、ジ、タル時代にふさわしいアップデー卜なシステムで仁15のデータ

ベースを構築することができるように
4、新しい働き人を迎えるととができるように。

-クリスチャン文書伝道団
乙乙数年の祈祷課題となっていますが、スタッフの多くが嘱託です。

新しいスタッフが良い時期に与えられ、引き継ぎ等が円滑になされ

ますように。また、文書頒布が厳しい状況が続いております。状況

打開のために、主から豊かな導きと知恵が与えられ、スタッフが喜
びと感謝と謙遜さをもって働きを全うすることがで、きるようにお祈

りください。

-国際ナビゲーター
春のこの時期、仙台、宇都宮、東京、静岡、福岡各地での学生宣教

チームが新入生の勧誘を行っています。神様が選んでくださった

学生が与えられ、ますます神の国を前進させる乙とができるように

お祈りをお願い致します。

-新生童教団
新生宣教団では、ウガン夕、への伝道プロジェクト、中国への聖書配

布のプロジ、エク卜を推進中です。現地の人々のため、製作費用のた

めに、引き続きお祈りをよろしくお願いいたします。

-全日本リバイパルミッション
9月 19 日(土)~ 20 日(日)岩手県盛岡市・ 9月 22 日(水)~ 23 日

(木)宮城県名取市で行われます「東北リ1\イ1 \Jレミッシヨン」が祝
福されますように。

.総動員伝道

①以下の活動に主の祝福がともなうように。

*首都圏イースターのつどい (4月) *GDOP(世界大祈祷会> (5月)

『協力.11 68号 発行日 :2010年4月 20 日

*勿来でのトラク卜配布伝道 (8月) 本中山道歩いて伝道 (9月)

*断食祈祷聖会 (1 月)

②財政の支え ③人材の補充

ePBA・太平洋放送協会
PBA制作のテレビ番組「ライフ・ライン」はこの4月から KBS京

都と沖縄テレビでも放送をスター卜しました。番組が用いられ、教
会につながる方が起乙されますように。また、地域協力会の活動

が祝されますように。

-光のミッション
今まで、フィリピンヘテープを送っていましたが、郵送費が高くなり、

テー升云道ができなくなりました。お祈り下さい。

.日本キリスト伝道会

「日本のり1\イ1\ルの幻を見つめつつ! J 

創設して42年目! 当会は3つの柱を立てて活動しています。

①全国教会強化運動、エパンジェリスト、音楽奉仕者の派遣が用い

られますように。
②日本伝道の幻を語る会、今年の講師はアメリ力のワシン卜ンDCの

西郷純牧師、他。

③国際信仰交、流。国際福音伝道会などのためお祈り下さい。

原登会長はじめ、救霊とりパイパルに熱く燃えています。

-日;本聖書協会
「クリスチャンだけでなく、すべての国民に愛読される聖書を目指
して前進する日本聖書協会を心に留めて、お祈り下さい。J

-ハーベスト・タイム・ミニストリーズ
3月末をもって24年間続いたテレビ伝道を終了しました。今後は、
諸集会や印刷物を通した伝道と弟子訓練の働きを展開していきま

す。強調点は、(1)日本のリパイパル、 (2) イスラエルの救い、 (3)

主の再臨です。

.高校生聖書伝道協会

新年度の活動を始めることができ、感謝しています。現在、東海

地区での活動再聞に向けて、祈りつつ準備を進めています。正し

い判断ができ、必要のすべてが満たされるようにお祈り下さい。

eB.F.P.Japan 
イスラエル現地に遣わされている世界中から集められたボランティ

アが主の愛を流す器としてさらに用いられるように。必要が満たさ
れるように。

-アジアン・アクセス JCGI ネットワーク
JCGI ネットワークでは、昨年 11 月に研修生を送り出した関東地
区で、新たに4月から教会成長研修を開始いたします。 2011 年 11

月までの研修となります。研修生と講師、また研修生を送り出して
くださる教会の成長のためにお祈りください。
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